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『
玉
あ
ら
れ
』
か
ら

『遠
鏡
』

へ

一
、
は
じ
め
に

本
居
宣
長
は

『古
今
集
遠
鏡
』
の
例
言
の
は
じ
め
の
部
分
に
、

○
う
ひ
ま
な
び
な
ど
の
た
め
に
は
、
ち
う
さ
く
は
、
い
か
に
く
は
し
く
と

き
た
る
も
、
物
の
あ
ぢ
は
ひ
を
、
甘
し
か
ら
し
と
、
人
の
か
た
る
を
聞
た

ら
む
や
う
に
て
、
詞
の
い
き
は
ひ
、
て
に
を
は
の
は
た
ら
き
な
ど
、
こ
ま

か
な
る
趣
に
い
た
り
て
は
、
猶
た
し
か
に
は
え
あ
ら
ね
ば
、
其
事
を
今
お

の
が
心
に
思
ふ
が
ご
と
は
、
さ
と
り
え
が
た
き
物
な
る
を
、
さ
と
び
ご
と

に
課
し
た
る
は
、
た
ゞ
に
み
づ
か
ら
さ
思
ふ
に
ひ
と
し
く
て
、
物
の
味
を
、

み
づ
か
ら
な
め
て
、
し
れ
る
が
ご
と
く
、
い
に
し
へ
径
雅
訂
み
な
、
お
の

が
は
ら
の
内
の
も
の
と
し
な
れ
れ
ば
、　
一
う
た
の
こ
ま
か
な
る
心
ば
へ
の
、

こ
よ
な
く
た
し
か
に
え
ら
る
ヽ
こ
と
お
ほ
き
ぞ
か
し
、

と
俗
語
訳
に
つ
い
て
の
自
ら
の
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
初
学
者
に
と

っ
て
は
学
問
的
に
ど
ん
な
に
詳
し
く
説
か
れ
た
注
釈
よ
り
も
、
日
常
語
で
訳
さ

れ
た
も
の
が
あ
れ
ば
そ
の
方
が
よ
り
直
接
的
で
理
解
し
や
す
く
、
歌
の
内
容
の

み
な
ら
ず
そ
の
心
情
ま
で
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
ま
た
晩
年
の
古
典
教
師
と
し
て
の
宣
長
が
、
い
か
に
入
門
期
の
弟
子
達
に
与

山

根

木

忠

え
る
テ
キ
ス
ト
に
心
を
く
だ
い
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿

は
、
こ
の

「○
う
ひ
ま
な
び
な
ど
の
た
め

に
は
」
に
注
目
し
、　
コ
還
鏡
』
が

『
古
今
集
』
と
い
う

一
古
典
文
学
作
品
に
対
す
る
宣
長
の
解
釈
の
全
体
像
を
示

す
注
釈
書

・
訳
書
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
先
行
す
る

『
玉
あ
ら
れ
』

の

「
説
き
事
」
の
内
容
を

一
歩
す
す
め
て
、
初
学
者
用
に
具
体
的
な
作
品
の
中

で
そ
の
解
釈
を
試
み
た
も
の
、
す
な
わ
ち

『
玉
あ
ら
れ
』
の
実
地
踏
査
で
あ
り
、

し
か
も
鈴
門
の
す
べ
て
の
古
典
教
育
課
程
の
根
底
を
な
す
テ
キ
ス
ト
と
い
う
役

割
を
担

っ
て
執
筆
さ
れ
、

『
玉
あ
ら
れ
』
刊
行
の
翌
年

（寛
政
五
年
）

一
気
に

書
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
の
も
と
に
論
を
す
す
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
『
遠
鏡
』
執
筆
の
時
期

筑
摩
書
房
版

『本
居
宣
長
全
集
』
（以
下

『
全
集
』
と
略
す
）第
三
巻
の

「解

題
」
に
よ
れ
ば
、
筆
者
大
久
保
正
氏
は

『遠
鏡
』
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
次
の

二
つ
の
事
実
か
ら
、
寛
政
四
年
―
同
六
年

一
月
ま
で
の
間
、
恐
ら
く
は
寛
政
四
、

五
年
の
間
に
成
稿
し
た
も
の
と
考
え
、
そ
れ
以
上
の
確
定
は
困
難
と
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

勝



①

『遠
鏡
』
の
草
稿
の
う
ち
、
板
本
の

「例
言
」
と
は
ぼ
同
内
容

・
同
項
目

・

同
文
章
の
も
の
が
、

『
玉
あ
ら
れ
』
の
校
正
刷
の
裏
面
九
葉
を
使
用
し
て
書

か
れ
て
い
る
。
従

っ
て

『
玉
あ
ら
れ
』
の
刊
行
年
で
あ
る
寛
政
四
年
以
後
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

②
寛
政
六
年
正
月
十
日
、
横
井
千
秋
に
宛
て
た
宣
長
の
書
簡
に
、

「警
冬
之
御
返
事

一
、
遠
鏡
板
下
の
儀
、
外
に
宜
き
筆
者
思
召
付
御
座
候
由
、
被
二仰
聞
一候
御

趣
、　
承
知
仕
候
、
い
か
や
う
と
も
御
も
や
う
次
第
、　
可
レ然
や
う
に
御
取

計
可
レ被
レ下
候
、」

と
あ
る
か
ら
、
正
月
十
日
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
。

確
か
に
こ
の
二
年
間
と
い
う
幅
を
持
た
せ
た
説
は
穏
当
で
は
あ
る
。
し
か
も

成
稿
の
時
期
で
あ
る
か
ら
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
執
筆
を
始
め
た
か
に
つ
い
て
は
全

く
言
及
し
て
い
な
い
。

（
た
だ
し
執
筆
の
開
始
も
寛
政
四
、
五
年
の
ど
ち
ら
か

と
考
え
て
も
何
ら
抵
触
し
な
い
。
）

私
は
更
に
三
つ
の
根
拠
を
追
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
執
筆

・
成
稿
の
時
期
が

一
層
限
定
で
き
る
と
思
う
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

①
〈鮮

民
五
年
五
月
十
六
日
、
横
井
千
秋
宛
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、

二

、
古
今
集
遠
鏡
之
儀
、
仰
之
御
趣
承
知
仕
候
。
此
節
ケ
様
之
義
も
い
ま

た

一
向

二
得
取
掛
り
不
レ申
候
。」

と
あ
る
。
こ
の
年
、
宣
長
は
三
月
十
日
松
坂
を
出
発
し
て
上
京
、
四
月
十
二

日
京
を
立

っ
て
近
江
、
美
濃
に
立
ち
寄
り
、
十
六
日
名
古
屋
着
。
こ
こ
で
横

井
千
秋
に
会
い
、
二
十
五
日
名
古
屋
発
、
二
十
九
日
松
坂
帰
着
と
い
う
長
旅

の
後
の
、
千
秋
へ
の
お
礼
を
兼
ね
て
の
手
紙
で
あ
る
。
こ
こ
の
「仰
之
御
趣
」

と
い
う
の
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、

『
遠
鏡
』
の
執
筆
済
の
部
分
の
内
容

に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
要
望
を
出
し
た
と
い
う
推
測
も
可
能
だ
が
、
執
筆
途
中

か
ら
原
稿
を
見
せ
て
い
ろ
い
ろ
と
意
見
を
聞
く
と
も
思
え
な
い
。
こ
こ
は
、

「例
言
」
の

「
尾
張
の
横
井
千
秋
ぬ
し
の
、
は
や
く
よ
り
こ
ひ
も
と
め
ら
れ

た
る
す
ぢ
に
て
、
は
じ
め
よ
り
う
け
ひ
き
て
は
有
け
る
物
か
ら
、
な
に
く
れ

と
い
と
ま
な
く
、
事
し
げ
き
に
う
ち
ま
ぎ
れ
て
、
え
し
も
は
た
さ
ず
、
あ
ま

た
の
年

へ
ぬ
る
を
、
い
か
に
ノ
ヽ
と
、
し
ば
ノ
ヽ
お
ど
ろ
か
さ
る
る
に
、
あ

な
が
ち
に
思
ひ
お
こ
し
て
、
こ
た
み
か
く
物
し
つ
る
」
と
い
う
記
述
に
対
応

さ
せ
て

「
い
か
に
ノ
ヽ
」
と
と
る
方
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
考
え

た
な
ら
ば
、
手
紙
の
次
の
部
分

「
ケ
様
之
義
も
い
ま
た
云
々
」
も
す

っ
き
り

と
了
解
で
き
よ
う
。
従

っ
て
五
月
十
六
日
の
時
点
で
、
ま
だ
執
筆
し
て
い
な

②
〈鰤
』
彙
韓
「

一 ぅ
に
置
ュ
は
「
ぼ

井
千
秋
宛
書
簡
に
、

二

、
先
便
古
今
集
詳
ノ
書
、さ
し
上
申
侯
虎
、
御
落
手
被
二成
下
一、思
召
ニ

も
相
叶
申
候
御
趣
、
御
細
書
御
丁
寧
之
御
儀
、
私
も
大
慶
奉
レ存
候
。　
呉
々

思
召
二
叶
申
候
段
、
悦
敷
奉
レ存
候
。
尚
又
右
相
本
別

二
萱
部
御
篤
さ
せ
可
レ

被
レ
下
旨
、
御
願
申
上
候
所
、
御
承
知
被
二成
下
「
早
速
御
篤
さ
せ
可
レ被
レ下

由
、黍
奉
レ存
候
。
（中
　
略
）

一
、
古
今
遠
鏡
念
御
蔵
板

二
被
二仰
付
「
早
速
御
彫
刻
可
レ被
レ成
旨
、
被
二仰

下
一殊
更
記
博
之
通
り
、
上
彫

二
可
レ被
二仰
付
一由
、
別
而
仕
候
。」
と
あ
り
、

こ
の
時
点
で
成
稿
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

③

『
全
集
』
第
十

一
巻

「補
注
」
の
、

『
古
事
記
博
』
初
稿
本
に
つ
い
て
二
、

と
題
す
る
資
料
に
よ
る
と
、
宣
長
の

『
古
事
記
博
』
各
巻
執
筆
の
時
期
が
つ

ぶ
さ
に
わ
か
る
。
当
該
時
期
の
執
筆
の
様
子
を
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

三
十
二
之
巻
　
　
寛
政
四
年
間
二
月
十

一
日
始

五
月
升
日
了

三
十
三
之
巻
　
　
寛
政
四
年
五
月
升
日
始



〈注
３
〉
　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
三
日
了

三
十
四
之
巻
　
　
寛
政
四
年
十
月
十
八
日
始

五
年
正
月
十
四
日
了

三
十
五
之
巻
　
　
寛
政
五
年
九
月
十
三
日
始

十

一
月
十
二
日
了

三
十
六
之
巻
　
　
寛
政
六
年
二
月
二
日
始

三
月
十

一
日
了

（中

断
）

寛
政
七
年
六
月
八
日
了

一
つ
の
巻
を
終
え
て
か
ら
次
の
巻
へ
移
る
間
隔
は
そ
れ
ほ
ど
空
い
て
い
な

い
の
が
普
通
で
あ
る
の
に
、
三
十
四
之
巻
か
ら
三
十
五
之
巻
へ
移
る
際
は
、

約
八
ケ
月
間
執
筆
を
中
止
し
て
い
る
。
当
然
、
こ
の
寛
政
五
年
正
月
２
九
月

ま
で
は
、
比
較
的
他
の
著
作
に
か
か
わ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ

つ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

更
に
宣
長
に
は
、
こ
の
時
期
に
古
今
集
関
係
の
執
筆
を
始
め
る
と
し
た
な

が

）
れ
利
『
六

』
籠
「
腋
腱
」

（
充

盗

苫

雨

発

か
ら
宣
長
は
四
回
目
の
古
今
集
講
義
を
開
講
し
、
こ
れ
は
寛
政
七
年
ま
で
続

い
て
い
る
。
四
回
日
で
も
あ
り
、
か
つ
ま
た
彼
に
と

っ
て
は

『
古
今
集
』
の

歌
は
、
契
沖
の

『余
材
抄
』
以
来
の
研
究
対
象
で
も
あ
り
、
そ
の
解
釈
は
自

家
薬
籠
中
の
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。
現
に

『
詞
の
玉
緒
』
に
お
い
て
語
法
の

例
と
し
て
挙
げ
た
歌
が

『
古
今
集
』
の
歌
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
て
い
る
と
い

っ
た
数
に
上

っ
て
い
る
の
も
思
い
お
こ
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
既
に
ス
ト
ッ
ク
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
充
分
あ
り
、
現
に

こ
の
時
点
で
講
読
を
継
続
中
で
も
あ

っ
た

『
古
今
集
』
の
俗
語
訳
は
、
そ
の

訳
出
に
あ
た
っ
て
の
基
本
原
則
さ
え
は
っ
き
り
と
確
立
さ
れ
て
お
れ
ば
執
筆

に
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
と
は
思
え
な
い
。
内
容
が
極
め
て
高
度
な
も
の

で
な
く
、
言
い
回
し
に
そ
れ
ほ
ど
神
経
を
使
わ
な
く
て
す
む
啓
蒙
的
な
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
宣
長
は
ご
く
短
時
間
で
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず

だ
。
た
と
え
ば

『
宇
比
山
踏
』
を
十
二
日
間
で
書
き
上
げ
て
い
る
こ
と
を
想

起
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。　
合
全
集
』
で
二
十
八
頁
分
の
量
で
あ
る
。
『古

今
集
』
の
訳
の
方
は
対
象
が
す
で
に
決
ま

っ
て
お
り
、
解
釈
は
既
に
経
験
済

み
で
あ
る
か
ら
、
後
は
む
し
ろ
機
械
的
な
作
業
で
あ
る
。
従

っ
て

『宇
比
山

踏
』
と
同
じ

一
日
二
・
三
頁
分
の
速
度
で
い
く
と
、
四
か
月
あ
れ
ば
運
返
鏡
』

の
分
量
は
十
分
書
け
る
と
計
算
で
き
る
。）

依

っ
て
、
構
想
日
時
は
と
も
か
く
執
筆
時
期
は
、
寛
政
五
年
五
月
下
旬
以
降

早
く
て
九
月
下
旬
、
遅
く
て
十

一
月
上
旬
に
到
る
ま
で
の
間
と
考
え
た
い
。

三
、
『
玉
あ
ら
れ
』
に
見
ら
れ
る

『
古
今
集
』
指
向

と
こ
ろ
で
、
差
征
デ
る

『
玉
あ
ら
れ
』
は
、
近
き
世
の
人
達
の
語
法

・
意
味

の
認
識
の
誤
り
を
正
す
と
い
う
目
的
の
明
確
さ
、
「古
へ
」
の
歌
文
の
例
を
引
き

結
論
の
み
を
要
領
よ
く
示
し
た
の
で
、
初
学
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
得
る
と
こ
ろ

き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
迄
に
こ
の
よ
う
な
類
書
が
乏

れ
き ヵ、
お っ
一
¨

た ヵ、
。
〈

、
瞳
篠
¨
軽
［
り
は
い
薫
岬
け

『 っ
章
利
噺
期
話
「
姜
檄
噸
礫
濠

の

『
玉
霰
附
論
』
な
ど
批
難
の
書
や
、
類
似
の
趣
向
の
書
物
が
相
次
い
で
登
場

し
、
そ
れ
ら
が

一
層
こ
の
書
物
に
対
す
る
彼
の
愛
着
を
強
く
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（後
述
す
る

『
玉
勝
間
』
に
も

「
玉
あ
ら
れ
」
と
題
す
る
一
項
が
あ
る
。）

こ
の

『
玉
あ
ら
れ
』
の
内
容
で
顕
著
な
の
は
古
今
集
重
視
の
指
向
で
あ
る
。

誤
用
の
例
を
挙
げ
る
ば
あ
い
、
そ
の
例
に
す
る
句
は
、
特
定
の
出
典
か
ら
抜
き



出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
古
文
に
頒
出
す
る
慣
用
的
な
語
句
で
あ
る
ば
あ
い
が

多
い
。
従

っ
て
、
特
定
の
書
物
を
挙
げ
る
こ
と
は
ま
ず
な
く
、
本
文
の
中
に
書

名
が
出
て
く
る
こ
と
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

『古
今
集
』
と

い
う
名
は
よ
く
出
て
く
る
。
や
は
り

「古
へ
」
の
一
つ
の
基
準
と
考
え
て
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

『古
今
集
』
の
歌
を
引
用
す
る
と
き
は
、
他
の
例
の
よ
う
に
一

［̈
しヽみ一『〓̈
【燎麻ｒ↑［権聯』はい「
『〈上御動韓いれ
『下つ̈
韓『

か
ら
の
各

一
首
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

『
玉
あ
ら
れ
』
の
好
評
と
古
今
集
重
視
の
姿
勢
は
必
然
的
に
入

門
テ
キ
ス
ト
第
二
弾
と
し
て
、

『古
今
集
』
の
方

へ
執
筆
の
意
向
が
向
か
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

『
遠
鏡
』
の
執
筆
を
勧
め
た
横
井
千
秋
へ
の
何
通
か
の
手
紙
に

は
そ
の
様
子
が
垣
間
見
え
る
。

○

「
一
、
先
達
而
玉
あ
ら
れ
さ
し
上
申
候
虎
、
被
レ入
二御
念
一候
御
紙
面
、拝
見

仕
候
。
本
仕
立
あ
ま
り
悪
ク
も
不
レ被
二思
召
一候
段
、
被
二仰
下
一大
悦
仕
候
。

け鐸一繭祠御二鰤部は『鰤嘲噸̈
卸神算師″囃辞赫脚」』制轟聯ｒ

日
）

○

「
一
、
玉
あ
ら
れ
ノ
内
、
思
召
寄
り
被
二仰
下
一
辱
奉
レ存
候
。
右
ノ
内
八
丁

オ
八
行
メ
、
煙

コ
ン
ハ
姻
に
書
申
候
故
、
是

二
而
も
宜
御
座
候
。
其
餘

ハ
イ

ツ
レ
モ
被
二仰
下
一候
通
、
誤
二
而
御
座
候
。
直
さ
せ
可
レ申
と
奉
レ存
候
。
思

召
寄
黍
奉
レ存
候
。」
（静
面
酵
年
六
月
十
六
日
）

○

「
一
、
遠
鏡
二
冊
被
レ遣
、
此
度
返
上
仕
候
。
右
二
冊
之
内
、所
々
御
考
之
御

入
レ
紙

一
々
舞
見
仕
候
。
惣
饉
此
書

ハ
注

二
而

ハ
無
二御
座
一、
只
課
を
主
と

致
し
候
事
故
、
注

ハ
加
へ
不
レ申
、其
内
格
別
之
事
ア
ン
バ
、
た
ま
ノ
ヽ

ハ
注

ノ
如
キ
詞
も
加
へ
申
し
候
へ
共
、
先

ハ
注

ハ
加
へ
不
レ申
候
積
り
也
。
心
得

ニ

可
レ成
事
共
を
加
フ
ル
時

ハ
、
殊
外
事
長
く
相
成
候
故
、先
注
ノ
如
キ
事

ハ
加

へ
不
レ申
侯
。
夫
故
此
度
之
御
入
紙
之
分
も
多
く

ハ
略
キ
申
候
。其
内

二
朱

ニ

而
△
印
付
申
候
分

ハ
、
細
書

二
御
書
加

へ
可
レ被
レ成
候
。右
之
印
無
レ之
分

ハ
、

御
捨
被
レ成
可
レ然
奉
レ存
候
。
尤
細
書

ニ
ト
申
候
わ
け

ハ
、
此
書
貴
公
様
御
方

二
而
御
上
木
被
レ成
候
事
故
、
貴
公
様
御
自
分

二
御
書
加
へ
被
レ成
候
事
故
、

細
書

ニ
ト
申
候
也
。

一
、
右
遠
鏡
板
下

ハ
、
ニ
ノ
巻
′
御
認
可
レ被
レ成
由
、
御
尤

二
奉
レ存
候
。
い

か
や
う
共
御
も
や
う
次
第
可
レ然
奉
レ存
候
。

一
、
遠
鏡

二
付
、　
呉
々
追
々
御
考
も
出
可
レ申
候
へ
共
、　
惣
体
か
や
う
の
事

ハ
考

へ
候
ヘ
ハ
、
呉
々
と
追
々
出
申
候
物

二
而
、　
い
つ
迄
も
轟
キ
不
レ申
物

二
て
、
御
座
候

ヘ
ハ
、
大
体
よ
き
程

二
而
、
事
フ
御
決
し
板
下
御
認
被
レ成

可
レ然
奉
レ存
候
。

一
、
玉
あ
ら
れ
難
文
之
儀
、
京
都
蔵
庵
と
申
侯

ハ
相
違

二
而
、
蔵
庵
二
而

ハ

棘
祠

卜

雰

饒

諫

｝
盗

罐

』

レ
否

寛
政
七
年
の
手
紙
は

『
玉
あ
ら
れ
』
の
難
文
出
来
と
千
秋
の

『遠
鏡
』
熟
読

ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
、
宣
長
に
と
っ
て
弟
子
で
あ
り
熱
心
な
読
者
で
あ
る
千
秋

がぎ
『常改鏡『『̈
』静け時ヵ、ぃと『臓翡汁るへ卸囃蒟律れ一て時癖」に、協智

俊
信
宛
の
書
簡
に
、
宣
長
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

二

、
子
供
素
讀
之
儀
、
先

一
番
に
古
今
集
を
よ
ま
せ
申
候
而
宜
御
座
候
。

古
事
記
宜
御
座
候

へ
共
、
是
は
漢
文
漢
字
故
、
返
而
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
先
古

今
集
宜
御
座
候
。
其
後
に
儒
書
を
よ
ま
せ
候
が
宜
御
座
候
。
儒
書
は
何
詰

ニ

テ
モ
宜
御
座
候
。
」

こ
の
言
葉
こ
そ
、
宣
長
の

『
遠
鏡
』
執
筆
の
動
機
と
、
完
成
後
の
用
途
を
雄



弁
に
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、
『
玉
あ
ら
れ
』

の
語
釈
の

『
遠
鏡
』

へ
の
適
用

選

書

の
釜

設

に
関
し
て
、
静

蟹

氏
は

居

Ｌ

，そ

Ｌ

と

と
い

う
三
つ
の
係
助
詞
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
実
態
を
調

査
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
歌
の
心
を
生
か
す
べ
く

「文
学
的
俗
語
訳
」
と

で
も
い
い
う
る
訳
の
方
式
を

「第

一
原
則
」、　
そ
れ
と
は
逆
に
機
械
的
に
行
う

訳
の
方
式
を

「第
二
原
則
」
と
名
付
け
、
そ
の
割
合
を
見
る
と
、
「ぞ
」
Ｆ
」
そ
」

に
お
い
て
は
圧
倒
的
に
第
二
原
則
が
多
く
、

「も
」
に
お
い
て
は
第

一
原
則
が

多
く
適
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
俗
語
に

「も
」
が
何
ら
か
の
形
で
残

っ

て
い
る
た
め
で
、
第
二
原
則
の
適
用
と
撞
着
し
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
概
し

て
第
二
原
則
が
多
く
適
用
さ
れ
、
第

一
原
則
を
尊
重
し
な
が
ら
語
学
的
に
俗
語

文
法
意
識
之
し
て
第
二
原
則
を
確
立
し
た
と
こ
ろ
に
宣
長
の
功
績
を
認
め
、
こ

の

「
て
に
を
は
」
の
俗
語
訳
の
一
般
法
則
化
が
後
世
に
与
え
た
影
響
は
は
か
り

し
れ
な

〈し、単
踏
ん
で
い
る
。

ま
た
林
巨
樹
氏
ら
四
氏
に
よ
る
助
動
詞
の
訳
語
に
関
す
る
調
査
研
究
は
、
各

各
の
助
動
詞
の
背
後
に
複
雑
な
弁
別
意
識
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
探

っ
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、
第

一
原
則
の
適
用
が

多
数
と
い
う
例
外
や

一
つ
の
語
に
対
し
て
複
数
の
訳
語
が
あ
た
っ
て
い
る
ば
あ

い
が
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
も
可
能
な
限
り
、
ほ
ぼ
機
械
的
に
置
き
換
え
ら
れ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
上
に
立

っ
て
私
が
指
摘
し
た
い
の
は
、

『
玉
あ
ら
れ
』
歌
の
部
で
一
例

と
し
て
示
さ
れ
た
訳
語
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

『
遠
鏡
』
で
採
用
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
従

っ
て
永
野
氏
が
係
助
詞
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な

事
実
が
、

『
古
今
集
』
の
歌
の
語
、
構
文
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
、
き
ま
っ
た

形
で
あ
た
か
も

「古
文
解
釈
法
」
と
で
も
い
う
ご
と
く
宣
長
の
意
識
の
中
に
あ

〈っ
鮭
あ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。煩
を
い
と
わ
ず
具
体
例
を
列
挙
し
て
み
る
。

○
物
洲
引

∈
此
詞
は
、
陪
吟
際
腹
「
郭
公
な
が
な
く
里
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
な
ほ
う
と
ま

れ
ぬ
思
ふ
も
の
か
ら
、
此
下
旬
を
、
俗
言
に
い
へ
ば
、
「
思
ひ
は
す
れ
ど

郡
Ｂ
烈
豪
嶋
劇
叡
λ
郵
郵
河
夕
ヽ
又
「
思
ひ
な
が
ら
も
、
や
ッ
は
り
強
ど
労

と
し
く
思
は
れ
る
、
な
ど
い
ふ
意
也
、
又
秋
上
「
ま
つ
人
に
あ
ら
ぬ
物
か

ら
初
膊
の
け
さ
鳴
馨
の
め
づ
ら
し
き
か
な
、
此
初
二
句
は
「
ま
つ
人
で
は

な
け
れ
ど
も
と
い
ふ
意
也
、
又
物
名
「
あ
ぢ
き
な
し
な
げ
き
な
つ
め
そ
う

き
こ
と
に
あ
ひ
く
る
身
を
ば
す
て
ぬ
物
洲
引
、此
結
句
は
、
■
郡
承
域
螢
づ

に
ゐ
な
が
ら
と
い
ふ
意
也
、
大
方
こ
れ
ら
の
歌
に
て
、
其
意
明
ら
か
な
り
、

然
る
を
今
世
の
人
は
、
…
…

‐４７
ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
が
な
く
里
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
な
ほ
う
と
ま
れ
ぬ
お
も
ふ
も

の
か
ら

時
鳥
ヨ
　
ソ
チ
ハ
　
ナ
ク
里
ガ
ア
ソ
二
二

そ
』
１
二
■

ア
マ
タ
ア
ツ
テ

刊
「
到
引
四
瀾
矧
到
二‐
ヨ‐
ツ‐
刻
　
賞
翫
二
尉
ヒ‐
「
利
り
「
「
―

ソー
ン～

ガ
轟
豪
”
パ
Ｖ
シ～
月
ロ
ベ
戯
″

獅ま彿血れ紘瓶高聟ン役や相中鵜二‐のけ（量感耀わけがい襲が「テモ

メ
ゾ
ラ
シ
ウ
思
ハ
レ
ル
コ
ト
カ
ナ
　
コ～ヂ
家
葱
事
部
爛
徹
会
「
ヽ
お
食
升

ヤ
ケ
ン
ド

４５５
あ
ぢ
き
な
し
な
げ
き
な
つ
め
そ
う
き
事
に
あ
ひ
く
る
み
を
ば
す
て
ぬ
物
か

らイ
ロ
ノ
ヽ
サ
マ
ス
ヽ
ノ
ウ
イ
事

ニ
ア
フ
テ
爽
夕
此
身
フ
エ
ス
テ
モ
セ
ズ



二
居
ナ
ガ
ラ
　
ソ
ノ
ウ
イ
事
ノ
カ
ズ
ノ
ヽ

フ
ト
リ
ア
ツ
メ
テ
ナ
ゲ
カ
ウ

事
デ

ハ
ナ
イ
　
ア
ゝ
ム
ヤ
ク
ナ
事
ヂ
ヤ

○
春
や
き
ぬ
ら
む

①
…
…
「
春
はき
にけ
り
は、
俗
語
に、
「
郡
バ
部
８
減
け
、
と
い
ふ
ほ
ど

の
意
、
「
春
や
き
ぬ
ら
ん
は
、
「
積
バ
刻
だ
力、～
り
引
劇
、
と
い
ふ
意
也
、

然
る
に
■
春
が
き
た
わ
い
、
と
い
ふ
べ
き
所
を
、
「
春
が
き
た
か
し
ら
ぬ
、

と
い
ひ
て
聞
ゆ
べ
し
や
は
、
よ
く
思
ふ
べ
し
、

１
年
の
う
ち
に
春
は
末
に
け
り

一
と
せ
を
こ
ぞ
と
や
い
は
む
こ
と
し
と
や
い

は
む年

内

二
春
ガ
キ
タ
フ
イ
　
コ
ン
デ

ハ
　
同
シ
一
年
ノ
内
ヲ
　
去
年
卜
云

タ
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
カ
　
ヤ
ツ
ハ
リ
コ
ト
シ
ト
云
タ
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
カ

４
雪
の
う
ち
に
春
は
来
に
け
り
う
ぐ
ひ
す
の
こ
は
れ
る
涙
い
ま
や
と
く
ら
む

マ
ダ
雪
ノ
ツ
モ
ツ
テ
ア
ル
虎
へ
叡
川
ゃ
憂
”
づ
　
ヨー
レー
列
′ヽ―
鶯
ノ
氷
ツ

タ
涙
モ
モ
ウ
ト
ケ
ル
デ
ア
ラ
ウ
カ

鶴
わ
が
袖
に
ま
だ
き
時
雨
の
ふ
り
ぬ
る
は
君
が
心
に
秋
や
き
ぬ
ら
む

マ
グ
ソ
ノ
時
節
デ
モ
ナ
イ

ニ
此
ヤ
ウ
ニ
ワ
シ
ガ
袖

へ
時
雨
ノ
フ
ツ
タ

ハ

君
ガ
心

二
秋
分
■
方
■
■
‘
７
ヌ
　
ン
レ
デ
ル
癌
ツ
３
■
ｒ
ｌ
雀
塚
イ
シ
グ

レ
ヂ
ヤ

Ш
い
つ
の
ま
に
さ
つ
き
き
ぬ
ら
む
あ
し
ひ
き
の
山
時
鳥
い
ま
ぞ
な
く
な
る

イ
ツ
ノ
マ
二
五ｘ
月ｘ
〓
か
な
夕ｘ
ヤｘ
ラ×
　

ヒ
ゴ
ロ
マ
チ
ニ
待
ッ

タ
時
鳥
ガ
　
今

始
メ
テ
ナ
　
ナ
ク
フ
ア
レ

○
ま
し

∈
ま
し
は
、
ん
又
べ
き
べ
し
と
い
ふ
と
大
か
た
同
じ
意
に
て
、
…
…
（中
略
）

古
今
集
の
歌
に
■
鶯
の
谷
よ
り
出
る
こ
ゑ
な
く
は
春
く
る
こ
と
を
た
れ
か

し
ら
ま
し
と
あ
る
は
、
春
く
る
こ
と
を
た
れ
か
は
し
ら
ん
、
又
た
れ
か
は

し
る
べ
き
の
意
也
、
【俗
言
に
い
は
ば
、
赳
減
バ
畷
駁
豪
ｄ
】
然
る
に
今

の
世
初
學
の
と
も
が
ら
、
…
…

・４
鴛
の
谷
よ
り
出
る
こ
ゑ
な
く
は
春
く
る
こ
と
を
た
れ
か
し
ら
ま
し

谷
カ
ラ
鳴
テ
出
テ
ク
ル
鷲
ノ
聾
ガ
ナ
ク
バ
　
春
ノ
キ
タ
ト
云
事
フでパ
ノ

ガ
シ
ラ
ウ
ゾ

○
も
の
う
き

α嘱̈
”嬌和訂略はい』ｒおい】ユ諏ｒ「粋な（“口…〈、お物韓崚

「
梅
枝
に
物
う
き
ほ
ど
に
ち
る
雪
を
と
あ
る
も
、
雪
の
ひ
た
ノ
ヽ
と
は
ふ

ら
で
、
た
ゞ
い
さ
さ
か
づ
つ
ち
る
を
い
へ
る
に
て
、
俗
に
「
い
や
さ
う
に

ふ
り
と
も
な
さ
う
に
、
ふ
せ
う
ス
ヽ
に
ふ
る
と
い
ふ
意
、
又
「
も
の
う
か

る
音
に
鶯
の
な
く
と
よ
め
る
も
、
「
い
や
さ
う
に
、
潤
郵
刃
ョ
騒
螂
引
２
“

聾
ｄ
潤
０
と
い
ふ
こ
と
也
、
こ
れ
ら
に
て
心
得
べ
し
、

※
梅
枝
に
物
う
き
は
ど
に
ち
る
雪
を

・５
春
た
て
ど
花
も
に
は
は
ぬ
や
ま
里
は
も
の
う
か
る
音
に
鷲
ぞ
な
く

春

ニ
キナ
ツ
テ
モ
花
モ
ナ
イ
山
中
ノ
里
デ

ハ
　
ナ
ニ
モ
ハ
リ
ア
ヒ
ガ
ナ
サ

ニ
　
鳴
ト
モ
ナ
サ
ウ
ナ
馨
ヲ
シ
テ
サ
　
鶯
ガ
ナ
ク

○
た
の
め
　
た
の
む
る

∈
…
…
「
逢
坂
は
人
だ
の
め
な
る
名
に
こ
そ
有
け
れ
と
い
ふ
は
、
当
日
同
月

‥

を
い
へ
り
、
こ
れ
ら
に
て
も
さ
と
る
べ
し
、
然
る
を
今
の
人
…
…

馴
か
つ
こ
え
て
別
れ
て
も
ゆ
く
か
あ
ふ
坂
は
人
だ
の
め
な
る
名
に
こ
そ
有
け

れ



曲
堀
利
目
馴
到
初
則
「
創
ヨ
∃
「
剣
型
「
「

二‐
　
此
坂

フ
コ
エ
ツ
ゝ
ソ
シ

テ

マ
ア
別

レ
テ
イ
カ
ツ
シ
ヤ
ル
事

カ
　

コ
レ
デ

ハ
逢
坂
卜
云
名

ハ
　

頼

モ
シ
サ
ウ
ニ
聞

エ
テ
　
頼
ミ
ニ
ナ
ラ
ヌ
ナ
名
ヂ
ヤ
フ
イ
ノ

コ
レ
ガ
人

ダ
ノ
メ
ト
云
モ
ノ
ヂ
ヤ
　
人
ダ
ノ
メ
ト
ハ
　
人

二
頼
モ
シ
ウ
思

ハ
セ
テ

刻

引

引

Ｊ

∃

劃

剣

引

利

刻

Ｊ

副

「

列

こ
の
数
項
以
外
に
も
、
た
と
え
ば

「―
を
そ
み
」
の
訳
は
、

『
玉
あ
ら
れ
』

に
よ
れ
ば

「さ
ガ
ー
サ
ニ
」
と
な
る
が
、
殆
ん
ど

「第
二
原
則
」
が
守
ら
れ
て

お
り
、
混
同
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
の
は

「２
ノ
ー
サ
ニ
」
と
い
う
よ
う
な
例

で
あ
る
。
他
に
、
接
続
助
詞

「
つ
つ
」、
「と
く
」

「
と
く
る
」
の
自
他
の
訳
し

分
け
、
「も
ぞ
」
「も
こ
そ
」
な
ど
に
、

『
玉
あ
ら
れ
』
か
ら
直
接
流
れ
出
る
発

想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、

「例
言
」
の
各
項
目
が

『
玉
あ
ら
れ
』

の
一
項
目
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
、
両
者
の
文
体
な
ら
び

に
文
章
構
成
は
酷
似
し
て
い
る
。
今

一
つ
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

∈
詞
に
よ
り
て
下
を
、
つ
る
と
い
ふ
べ
き
と
、
ぬ
る
と
い
ふ
べ
き
と
の
差
別

あ
り
、
た
と
へ
ば
「
あ
り
と
い
ふ
詞
の
下
は
、
必
「
有
つ
る
と
の
み
い
ひ

て
「
有
ぬ
る
と
い
ふ
こ
と
は
な
し
、
…
…
含
全
集
』
四
七
八
頁
）

鉱
○
て
に
を
は
の
事
、
ぞ
も
じ
は
、
課
す
べ
丼
詞
な
生
、
た
と
へば
「
花
ぞ

昔
の
香
に
に
は
ひ
け
る
の
ご
と
き
、
殊
に
力

を
入

た
る
ぞ
な
る
を
、
俗

言
に
は
、
花
が
と
い
ひ
て
、
…
…
含
全
集
』
八
頁
）

こ
の
文
体
は

『
詞
の
玉
緒
』
で
解
説
を
加
え
る
際
に
用
い
た
文
体
で
も
あ
る
。

第

一
文
で
主
題
と
な
る
簡
潔
な
文
を
提
出
し
、
第
二
文
は

「
た
と
へ
ば
」
と
い

う
語
で
つ
な
い
で
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
得
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
文
章
構
成
の
類
似
も
、
近
接
す
る
時
期
に
書
か
れ
た
二
書
の
緊
密
な
関
係
を

強
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

五
、

二
著
書

の
相
違
点
と
共
通
点

こ
れ
ま
で

『
玉
あ
ら
れ
』
と

『遠
鏡
』
を
宣
長
の
著
作
分
野
の
同

一
延
長
線

上
に
置
き
、
そ
の
関
連
を
中
心
に
追
究
し
て
き
た
。
が
、
こ
こ
で
二
著
の
相
違

点
も
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

『
玉
あ
ら
れ
』
は
、
そ
の
序
文
で

「近
き
世
の
此
わ
ろ
き
く
せ
を
、世
′人
ど

も
の
さ
も
え
さ
と
ら
で
、
た
だ
よ
し
と
の
み
思
ひ
を
る
が
、
か
た
は
ら
い
た
さ

】
ｒ
）
れ
講
Ｃ
」

の ヵ、
講
臓
¨
枢
鰊
歩
賤
い
“
燎
“
マ
、『

聯
嚇
疇

』
（『

嘲
裁
“
』

そ
れ
を
、

「宣
長
ち
か
き
こ
ろ
玉
あ
ら
れ
と
い
ふ
書
を
か
き
て
、
近
き
世
に
あ

ま
ね
く
誤
り
な
ら
へ
る
こ
と
ど
も
を
あ
げ
て
、
う
ひ
學
の
と
も
が
ら
を
さ
と
せ

る
を
、
の
り
な
が
が
を
し
へ
子
と
し
て
何
事
も
宣
長
が
言
に
し
た
が
ふ
と
も
が

ら
の
、
其
後
の
此
ご
ろ
の
歌
文
に
、
此
書
に
出
せ
る
事
ど
も
を
、
な
ほ
誤
る
こ

と
の
お
ほ
か
る
は
、
　
い
か
な
る
ひ
が
こ
と
ぞ
や
、」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、

特
に
弟
子
達
の
誤
用
の
矯
正
と
い
う
教
育
的
意
図
を
強
く
も

っ
て
い
た
。

一
方
、

『遠
鏡
』
の
目
的
は
、
雅
文
を
書
く
こ
と
で
は
な
く
、
書
名
に
も
冠

し
た

『
古
今
集
』
と
い
う
古
典
を
読
む
こ
と
、
つ
ま
り
内
容
を
自
分
の
も
の
と

し
て
し
っ
か
り
把
握
す
る
と
い
う
点
に
あ
り
、
同
時
に
本
格
的
な
解
釈
、
注
釈

へ
進
ん
で
い
く
糸
口
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
宣
長
が

『
詞
の
玉
緒
』
等
の
語

法
研
究
で
ま
と
め
あ
げ
た
解
釈
法
の
具
体
的
実
践
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま

り
二
著
書
は
英
語
教
育
の

「
グ
ラ
マ
ー
」
と

「
リ
ー
ダ
ー
」
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。
従

っ
て
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
前
者
が
書
く
こ
と
に
中

心
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
読
む
こ
と
に
中
心
を
置
い
て
い
る
と
言

え
よ
う
。



し
か
し
な
が
ら

『
玉
あ
ら
れ
』
は
書
く
た
め
の
注
意
事
項
を
挙
げ
た
だ
け
で

は
な
く
、
書
く
前
提
と
し
て
雅
文
の
内
容
の
理
解
を
考
え
て
、
語
法

。
構
文
の

意
味
の
説
明
に
か
な
り
の
部
分
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
書
く
た
め
と
称

し
な
が
ら
も
、
読
み
方
の
説
明
と
い
え
ば
い
え
な
く
も
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
語
法

。
構
文
の
留
意
事
項
の
解
説
に
な

っ
た
傾
き
が
あ
り
、
そ
れ
が

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
章
構
成
の
点
で
も

「例
言
」
に
酷
似
し
て
い
る
理

由
と
も
な
ろ
う
。
他
に
は
、
共
に
初
学
者
を
そ
の
読
者
と
し
て
い
る
こ
と
勿
論

で
あ
る
。六

、
お
わ
り
に

〈康
製
の
宣
長
の
著
作
は
学
者
と
し
て
の
著
作
の
他
に
、
教
育
者
と
く
に
国
語

教
師
と
し
て
の
姿
勢
が
強
く
顕
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
国
語
教
師
は
誰

で
も
痛
感
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
授
業
の
成
否
は
教
材
の
良
し
悪
し
と
、
生

徒
が
理
解
で
き
た
と
い
う
充
実
感
を
持
つ
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
従

っ

て
現
場
で
の
指
導
で
は
、確
実
な
研
究
の
裏
付
け
の
あ
る
成
果
に
も
と
ず
い
た
、

あ
る
程
度
機
械
的
な

「割
り
切
れ
る
」
知
識
の
適
用
が
む
し
ろ
生
徒
の
学
習
意

欲

・
注
意
力
を
ひ
き
と
め
や
す
い
し
、
効
果
的
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
の
後
半
で
既
に
見
た
よ
う
に
、
宣
長
の
国
語
訳
に
は
そ
の
対
応
す
る

訳
語
お
よ
び
構
文
が
存
在
す
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
は
現
在
の
古
典
教
育
が

「
を

か
し
」
「あ
は
れ
」
を

「趣
き
が
あ
る
」
「風
情
が
あ
る
」、　
あ
る
い
は

「
つ
れ

づ
れ
な
り
」
を

「所
在
な
い
」
と
か
い
う
ふ
う
に
、
生
徒
の
側
か
ら
す
れ
ば
古

典
の
時
間
以
外
に
は
使
わ
ぬ
訳
語
を
今
も

っ
て
対
応
さ
せ
て
い
る
の
に
似
て
い

る
。
宣
長
の
ば
あ
い
は
、
そ
れ
を
特
に

「
て
に
を
は
」
の
面
で
強
調
し
て
み
せ

た
の
で
、
初
学
者
が
そ
れ
に
注
意
を
喚
起
さ
れ
、
古
文
の
微
妙
な
違
い
を
さ
ぐ

ろ
う
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
極
め
て
重
要
な
功
績
と
い

え
る
。助
詞

・
助
動
詞
の
弁
別
が
古
文
の
学
習
で
最
も
重
要
視
さ
れ
る
の
は
『
詞

の
玉
緒
』
を
含
め
て

『
玉
あ
ら
れ
』
や

『遠
鏡
』
以
来
の
伝
統
と
い
え
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
古
典
教
育
課
程
の
中
で
の
重
要
性
を
根
拠
に
テ
キ
ス
ト
と
し

て

『古
今
集
』
を
選
ん
だ
と
い
う
点
で
も
、
宣
長
の
国
語
教
師
と
し
て
の
見
識

が
大
い
に
働
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
作
業
が
独
得
の

「教
室
国

語
」
を
つ
く
り
あ
げ
る
き

っ
か
け
を
つ
く

っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
が
、
そ
れ
は

無
論
宣
長
の
責
任
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て

『古
今
集
』
の
歌
意
が
能

率
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
ま
さ
に
画
期
的
で
弟
子
達
の

学
習
の
精
力
も
ど
ん
な
に
節
約
さ
れ
た
か
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

論
の
前
半
は
、
特
に
書
簡
を
中
心
と
し
て
宣
長
の
寛
政
四
、
五
年
の
執
筆
活

動
の
一
端
を
再
構
成
し
、
宣
長
が
そ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
材
料
を
集
成
し
て
教
材

『
遠
鏡
』
を

一
気
に
書
き
上
げ
た
、
そ
れ
も
恐
ら
く
寛
政
五
年
五
月
下
旬
―
九

月
下
旬
な
い
し
十

一
月
上
旬
く
ら
い
の
間
で
あ
る
と
推
定
し
て
み
た
の
だ
が
、

い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

昨
今
、
大
学
者
と
し
て
の
宣
長
の
評
価
は
い
よ
い
よ
高
く
な
る
ば
か
り
で
あ

る
が
、　
一
面
国
語
教
師
と
し
て
の
宣
長
の
活
動
を
、
や
は
り
国
語
教
師
と
し
て

の
立
場
か
ら
考
え
て
み
た
ら
と
い
う
観
点
か
ら
筆
を
執

っ
た
次
第
で
あ
る
。

注
〈１
〉

奥
山
宇
七
編

『本
居
宣
長
翁
書
簡
集
』
（啓
文
社
、
昭
９
）
‐３７
頁

〈２
〉

同
右
　
１４８
頁

〈３
〉

三
十
四
之
巻
以
降
は
『全
集
』
第
十
二
巻
、
補
注
、

４３３
ｔ
盤
頁

〈４
〉

「全
集
』
第
十
六
巻
、
日
記
、

４４７
頁
に

「〇
八
日
　
今
夕
古
今
集
開
講
」と
あ
る
。

ま
た
村
岡
典
嗣

『本
居
宣
長
』
（岩
波
書
店
、
昭
３
）も
十
月
八
日
に
始
ま
る
と
す

る
。
（９２
頁
）

〈５
〉

『玉
あ
ら
れ
』
序
文
に
よ
る
。
「全
集
』
第
五
巻
、

４６７
頁

〈６
〉

土
屋
博
映
の
解
説

∧
中
島
広
足

『
玉
霰
窓
の
小
篠
』

（勉
誠
社
、　
昭
５３
）∨
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４０２
ｔ
４０３
頁
、
あ
る
い
は
福
田
真
久
の
解
説

∧
本
居
宣
長

『
玉
あ
ら
れ
』
（勉
誠
社

・
昭
５．
）∨

２４８
頁
に
よ
る
。

〈７
〉

『玉
あ
ら
れ
』
合
全
集
』
第
五
巻
、

４８６
頁
）

〈↓

　
〈↓

の
１２５
頁

〈↓

　
〈↓

の
１２７
頁

〈１０
〉

〈１
〉
の
１８０
２
‐８‐
頁

ｎ
〉

〈↓

の
１４４
頁

〈・２
〉

永
野
賢

「本
居
宣
長

『古
今
集
遠
鏡
』
に
お
け
る

″て
に
を
は
″
の
俗
語
訳
の

原
則
と
そ
の
適
用
の
実
態
」
３
東
京
学
芸
大
学
紀
要
』
第
２
部
門
第
２６
集
、　
一
九

七
五
年
）

〈・３
〉

林
巨
樹
ほ
か

「江
戸
中
期
の
国
語
に
つ
い
て
―
―
古
今
集
遠
鏡
訳
文
の
助
動
詞

研
究
―
―
」
∩
青
山
語
文
』
１０
、
昭
５５
）

〈・４
〉

波
線
部
は
筆
者
で
入
れ
た
。
語
釈
の
両
書
に
共
通
す
る
部
分
を
表
わ
し
て
い
る
。

ま
た
×
×
×
×
の
記
号
は

「
玉
あ
ら
れ
』
の
訳
語
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で

あ
る
。
（玉
）
は

『
玉
あ
ら
れ
」、
和
歌
の
冒
頭
の
番
号
は
国
歌
大
観
歌
番
号
。

〈・５
〉

『新
古
今
集
』
２８
の
誤
記
か
。

〈・６
〉

『全
集
』
第

一
巻
、

１９９
２
２００
頁

〈・７
〉

岡
部
政
裕

「宣
長
と
平
均
的
國
語
教
師
」
∩
全
集
』
第
三
巻
、
月
報
）
を
参
考

と
し
た
。

そ
の
他
の
参
考
文
献

山
口
明
穂

「江
戸
時
代
に
お
け
る
古
典
解
釈
と
言
語
意
識
）
曾
東
京
大
学
文
学

部
研
究
報
告
』
７
、
昭
５７
年
）

同
　
　
右

「省
古

・
擬
古
意
識
と
文
体
史
へ
の
そ
の
反
映
」
貧
講
座
日
本
語
学

７
』
、
明
治
書
院
、
昭
５７
）


